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はじめに
ホオアカ Emberiza fucata は北海道には 4 月

中旬から下旬にかけて渡来する夏鳥で，農耕地
や灌木草原といった開けた環境に生息する種で
ある（藤巻 2024a，日本鳥学会 2024）．ホオ
アカの繁殖期における地理分布については，す
でに環境庁（1979），環境省自然環境局生物
多様性センター（2004），鳥類繁殖分布調査会

（2021）に日本における分布図が示されている．
しかし分布図が 5 万分の 1 の地形図（日本測地
系に基づく地形図）の大きさの区画（約 18km
× 20km）を表示単位として示されているため，
一部の平野部を除き，山岳部も含め北海道全域
に分布しているように見える．生態分布や垂直
分布についても，概要が述べられているが（清
棲 1978），おもにどのような環境，標高帯に生
息するのかは詳しくは明らかにされていない．

分布は形態や繁殖生態などと同じくその種の
基本的な特性の一つで，その種について総合的
な知見を得るのに重要な基礎資料である．また，
鳥類相や鳥類群集の地域差についての検討（藤
巻 2018，玉田 2023，2024，2025）では，個々

の種の分布に関する知見は基礎的なデータとし
ても重要である．

この報告では，筆者が北海道で 1976 年以来
行ってきた鳥類の生息状況調査の結果に基づい
てホオアカの繁殖期における環境別・標高帯別
の分布について述べるとともに，既存の論文や
各種報告書などの調査・観察記録を追加し，地
理分布について述べる．分布図では，5 万分
の 1 の地形図を縦横とも 4 等分した区画（約
4.5km × 5km，以後「5km 区画」とする）を
単位として表示することで詳細な分布が分かる
ようにし，環境別の分布や標高帯別の分布につ
いても数量的に示し，北海道におけるホオアカ
の繁殖期の分布の特徴について述べる．

なお，この報告は北海道における鳥類の繁殖
期の分布に関する研究（藤巻 2022a）の一環
である．

調査地および方法
調査地は一部の離島（奥尻島，焼尻島，利尻島）

を含む北海道全域であるが，おもに調査したの
は中央部と南東部（北緯 44 度 0 分以南，東経

摘要
1976 ～ 2025 年の 4 月下旬～ 7 月下旬に北海道の 1,062 区画（4.5 km × 5.0 km）内の 1,200 か所での

ラインセンサスとそれ以外の 184 区画での定点調査，文献などの記録に基づき，ホオアカ Emberiza fucata

の分布を明らかにした．ホオアカは北海道ではおもに平野，盆地，大きな川沿いの低地に分布し，おもに標
高 300 ｍ以下に生息している．おもな生息環境は草地，畑・水田，畑・水田・林で，その他に少数の住宅
地にも生息する．
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141 度 15 分～ 145 度の範囲）である．また，
標高では 2 ｍから 1,900 ｍまでの範囲である．

5km 区画 1,062 か所で調査した．各区画内
に 2km の調査路を 1 か所，一部の区画では 2
～ 3 か所（異なる環境にそれぞれ 1 か所ずつ）
を設けた．調査路総数は 1,200 か所である．調
査時期は 1976 ～ 2025 年の 4 月下旬～ 7 月下
旬で，この間に 1 調査路につき 1 ～ 2 回調査
した．調査では 6 倍または 8 倍の双眼鏡を用
いた．調査時間帯は夜明けから 8 時ごろまでで，
調査路を約 2km ／時で歩きながら観察帯の幅
を定めずに姿の視認またはなき声により確認で
きたホオアカを記録した．

調査路の環境を調査路沿いの環境にしたがっ
て森林（ハイマツ林帯を含み，調査路の標高は
5 ～ 1,900 ｍ），草地（標高 2 ～ 260 ｍ），畑・
水田・林（標高 4 ～ 530 ｍ，調査路沿いの環
境の 20％以上が林），畑・水田（標高 2 ～ 660
ｍ），住宅地（標高 2 ～ 550 ｍ）に 5 区分した．
草地はおもに河川堤防の法面や河川敷の草地，
湖沼周辺の草地で，この他に牧草地とムギ畑が
ある．また住宅地では調査路沿いに公園などの
緑地，林，草地がある場合がある．垂直分布で
は標高帯を 100 ｍ以下，101 ～ 200 ｍ，201
～ 300 ｍ，301 ～ 400 ｍ，401 ｍ以上に 5 区
分した．なお，調査路に高低差がある場合には
最低点と最高点の中間の値をその調査路の標高
とした．

上記の 1,200 か所の調査路で得られた結果を
用い，調査路総数に対するホオアカが観察され
た調査路数の割合を百分率で示した値を「出現
率」とし，生息環境と標高別分布を量的に示す
データとした．

分布図の空白部分をできるだけ少なくするた
め，上述の 1,062 区画以外の 184 区画で上記
の調査と同じ期間にラインセンサスより短時間
で実施できる定点調査を行った．この調査では，

区画内の任意の場所で日中の 20 ～ 30 分間に
観察された種を記録した．さらに以下の論文や
各種報告書の調査結果を用いた：阿部（1975），
阿 部 ほ か（1970）， 阿 部・ 松 木（1968）， 旭
川 市（1991）， 芳 賀・ 小 林（1989）， 花 輪・
黒 沢（1985）， 橋 本（1980，1982，1986，
1987，1988，1993，1996，2007）， 林 田・
橋 本（1972）， 日 野・ 中 野（1992）， 北 海 道

（1992，1994），北海道環境科学研究センタ
ー（1993，1994，1996），北海道野鳥愛護会

（2001），池田（2005），石城・松岡（1972），
磯（1987，1988，2005，2007，2008）， 川
辺（1985，2002，2003，2005，2010）， 川
辺・ 阿 部（1982）， 川 辺 ほ か（1983）， 木 下

（1999），今野・藤巻（2001），小杉（1989），
黒田ほか（1971），正富（1976），正富・富士
元（1987），松本ほか（1986），松岡（1973），
道 川 ほ か（1999）， 緑 資 源 公 団 北 海 道 支 社

（2002），三浦（1988，1989），宮本（2017），
森（2010），中川（1981，1982，1985），中川・
藤巻（1985），中川ほか（2017），日本鉄道建
設公団（2002），二村（1987，2004），大館

（2004），大迫（1988），留萌開発建設部（2006），
貞国（2019），貞国ほか（2024），佐藤・石川

（1981），島田（1996，2016），根室市教育委
員会（2005），嶋崎（2006），嶋崎ほか（2014），
鈴木ほか（1990，1991），鈴木（1986），鈴
木ほか（1983，1989）， Tamada（2010），玉
田（2020，2023，2024，2025）， 玉 田・ 梅
木（2007），富川（2019），富川ほか（1995），
筒 渕（1998）， 渡 辺（2019）， 矢 萩（2024），
由井（1970）．この他に日本野鳥の会各支部報

（道南桧山 2013 ～，札幌 2018 ～，道北 2009
～），室蘭支部とオホーツク支部のホームペー
ジ（オンライン＊ 1，＊ 2）の記録，未発表の個人
の観察記録も用いた．これらの調査結果，文献，
探鳥会記録，個人の観察記録に基づき，1,876
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区画からホオアカの「記録あり」または「記録
なし」のデータが得られた． 分布図の作成で
は，これら 1,062 区画でのラインセンサスと
184 区画での定点調査のデータに加え，上述の
1,876 区画のデータも使用した．

ホオアカの環境と標高帯の区分数は 3 以上な
ので，各環境間・各間の出現率の差の検定では
多重比較（Holm 法）により有意水準を調整した．
統計ソフトには R（Ver.4.5.1）を用いた．

結果
地理分布

ホオアカが記録されたのは，1,876 区画のう

ち 578 区画，30.8％であった．記録のある区
画が比較的まとまって見られたのは，函館平野

（渡島地方南部），内浦湾西部沿岸（渡島地方北
部）から日本海側の小樽（後志地方東部）にか
けての低地，勇払平野（胆振地方中部），石狩
平野（石狩地方・空知地方），十勝平野（十勝
地方中・南部），釧路平野（釧路地方南部），富
良野盆地（上川地方南部），上川盆地（上川地
方中部），北見盆地から網走・小清水にいたる
低地（網走地方中・東部），名寄盆地（上川地
方北部）から天塩川沿いに河口までの低地，羽
幌・初山別の日本海沿岸部（留萌地方北部），
サロベツ原野（稚内地方西部）である（図 1）．

図１．北海道におけるホオアカの繁殖期の分布 (1976 ～ 2025)．円は 5km 区画 ( 約 4.5 × 5km を示す．
● = 観察された区画，○ = 観察されなかった区画，・= 未調査区画．

Fig. 1. Distribution of Emberiza fucata during the breeding season in Hokkaido (1976–2025). Circles 
represent 5km-quadrates (approximately 4.5 x 5.0 km in size). ● = quadrats with birds detected; ○ 
=quadrats with no birds detected; ・ =quadrats not surveyed.
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このほか，日本海，太平洋，オホーツク海の沿
岸部の所々にホオアカが記録された区画があ
る．このように，ホオアカはおもに平野，盆地，
大きな河川沿いに分布していた．ただし，根室
地方南部は平野であるが，ホオアカが記録され
た区画はほとんどなかった．

環境別・標高帯別分布
ホオアカの出現率が最も高かったのは，草地

で 68.7 ％（92/134）で，次いで畑・水田で
50.8 ％（127/250），畑・水田・林で 25.8％

（66/256），住宅地で 5.8 ％（4/69）であった
が，森林では観察されなかった（表 1）．森林
を除く四つの環境間での出現率の違いは有意で
あった（c2=112.34，df=3，P < 0.01）．また，
それぞれの環境 2 組間での違いも有意であった

（それぞれの環境 2 組の全てで P < 0.01）．なお，
住宅地でホオアカが観察されたのは，郊外の住
宅地で，周辺に畑または草本が繁茂する空き地
がある場合であった．

標高帯別の出現率については，森林では観

察されず，これがホオアカの生息環境とは考
えられないので，それ以外の四つの環境のデ
ータだけを用いた．出現率は，標高 100 ｍ以
下で 48.7 ％（216/444），標高 101 ～ 200 ｍ
で 34.9 ％（52/149）， 標 高 201 ～ 300 ｍ で
25.4 ％（18/71）， 標 高 301 ～ 400 ｍ で 9.7 
％（3/31）で，標高 401 ｍ以上では観察され
なかった（0/14）．ホオアカが観察されなかっ
た標高 401 ｍ以上を除く標高帯間での出現率
の違いは有意であった（c2=32.556，df=3，P 

< 0.01）．それぞれの標高帯 2 組間では，100
ｍ以下とその他の標高帯間，101 ～ 200 ｍと
301 ～ 400 ｍの組み合わせでの違いは有意で
あったが（100 ｍ以下と 101 ～ 200 ｍ，201
～ 300 ｍと 301 ～ 400 ｍで 0.01 < P < 0.05，
100 ｍ 以 下 と 201 ～ 300 ｍ，100 ｍ 以 下 と
301 ～ 400 ｍで P ＜ 0.01），101 ～ 200 ｍと
201 ～ 300 ｍ，201 ～ 300 ｍ と 301 ～ 400
ｍとの間の違いは有意でなかった（P > 0.05）．
この結果から，ホオアカは有意に標高 100 ｍ
以下に分布するといえる．このことは，地理分

表１．北海道における環境・標高別のホオアカ Emberiza fucata の出現率（1976 ～ 2025）．括弧内は調査路数．
出現率については本文参照．

Table 1. Occurrence rates (%)* of Emberiza fucata and the number of transects surveyed in different habitats 
and altitude ranges in Hokkaido during 1976–2025.

環境　
Habitat

標高　
Altitude (m) Total

～ 100 ～ 200 ～ 300 ～ 400 401 ～
森林 
Forest

0
(97)

0
(108)

0
( 85)

0
( 64)

0
(137)

0
(491)

草地
 Grassland

67.6
(108)

72.0
( 25)

100
(  1)

－ － 68.7
(134)

畑・水田 
Agricultural land

67.6
(142)

37.1
( 62)

25.8
( 31)

0
( 13)

0
(   2)

50.8
(250)

畑・水田・林 
Agricultural land with woods

31.6
(136)

20.4
( 54)

23.7
( 38)

16.7
( 18)

0
 ( 10)

25.8
(256)

住宅地　
Residential area

6.9
( 58)

0
( 8)

0
( 1)

－ 0
(   2)

5.8
( 69)

*: (No. of transects of occurrence/No. of transects surveyed)x100. Figures in parenthesis indicate number of 
transects surveyed.
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布でおもに平野，盆地，川沿いの低地に分布し
ていることに対応している．

各環境で観察された最高標高は，草原で 260
ｍ，畑・水田で 260 ｍ，畑・水田・林で 400 ｍ，
住宅地で 60 ｍであった．

考察
北海道でホオアカはおもに平野と盆地の草

地，水田・畑，水田・畑・林に生息しており，
住宅地でもわずかではあるが観察された．各生
息環境の中でもホオアカが記録された調査路は
草地で多かったが，水田・畑や水田・畑・林で
もそれに次いで比較的多く．これら二つはこの
種の代替の生息環境になりうるといえよう．清
棲（1978）は，ホオアカの生息環境について「夏
季北海道では平地のいたる所の農耕地，牧場，
草原，灌木の散在する草原などに多く，海浜の
草原にも多数生息する」と述べている．本州で
は新潟県の新潟平野でホオアカのおもな生息環
境は，川の堤防や河川敷の高茎草本や低茎草
本の草地，農耕地である（渡辺・千葉 1979）．
生息環境については，今回の結果はこれまでの
知見と大きく異なることはないが，今回の報告
では，各生息環境におけるホオアカの生息状況
について量的に示すことができた．

ホオアカの微細な環境利用について石狩平
野の新篠津で調べた結果によると（Tamada 
2022），ホオアカは繁殖期を通して ｢雑草地｣
に生息していたが，｢麦畑｣ と ｢麦畑以外の畑｣
では繁殖期の後半だけに生息し，｢水田｣ には
生息していなかった．今回水田・畑と水田・畑・
林での調査では，調査地全体におけるホオアカ
の在・不在だけを記録し，個々の個体の観察地
点の環境を記録していないが，前述の新篠津に
おける結果を考慮すると，水田・畑と水田・畑・
林でホオアカの出現率が草地におけるより低か
ったのは，この種が生息できる環境が少なかっ

たということが考えられる．
北海道で繁殖するホオジロ科鳥類のうち，

草原性の種にはホオアカのほかにシマアオジ
Emberiza aureola とオオジュリン E. schoeniclus

がいる．シマアオジは草地以外にも農耕地に
生息し，住宅地でも郊外で周辺に草地や農耕
地があると生息している場合があった（藤巻 
2022b），このような生息状況はホオアカと似
ている．しかし，オオジュリンはおもに草地に
生息しており，農耕地には生息していても非常
に少なく，住宅地ではまったく観察されず（藤
巻 2024b），このような生息状況はホオアカと
は異なっている．同じ草原性でも，オオジュリ
ンのように住宅地周辺の草地や農耕地には生息
しないというように，種によって微細な環境利
用に違いがあるといえよう．

ホオアカは，根室地方南部ではほとんど観察
されなかった．根室地方の鳥類リスト（高田 
2001，根室市教育委員会 2005）では「根室半
島部では極めて稀」とされており，また根室地
方南部の春国岱における調査でも，草原でホオ
アカは記録されなかった（花輪・黒沢 1985，
川崎ほか 1997，根室市教育委員会 2005）．環
境省が 1978 年，2002 年に行った全国一斉調
査でも，根室地方南部におけるホオアカの記録
はない（環境庁 1979，環境省自然環境局生物
多様性センター 2004)．これまでに得ることが
できた根室市におけるホオアカの観察記録は，
花咲における記録（阿部・松木 1968）が唯一
のものである．ホオジロ E. cioides では釧路地
方南部，根室地方南部，宗谷地方北部で記録さ
れた区画が少なく，その一因として暖かさの指
標である温量指数（吉良 1948）が低いことが
考えられた（藤巻 2025）．ホオジロの場合と
比べると，根室地方南部と宗谷地方北部の温量
指数は，44.6 ～ 52.8 と 46.3 ～ 54.4 でほぼ同
じであるが，ホオアカでは記録のある区画が宗
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谷地方北部でもかなりあるので（図 1），温量
指数だけでは根室地方南部におけるホオアカの
不在を説明できないであろう．根室地方の東に
隣接する国後島でホオアカは少ないとされてい
ること（Nechaev 1969）も考慮すると，根室
地方南部以東ではホオアカがほとんど生息せ
ず，根室地方南部がこの種の分布東限になって
いるようである．なお，網走地方西部にもホオ
アカの記録のない区画が多いが，これには以下
の二つの理由が考えられる．第一は，分布図作
成に使用した記録以外にこの地方の一地域の鳥
類リストにホオアカの記録があったものの，ど
の区画の記録かが不明で分布図データとして使
えなかったためもある．例えば，大館（2012）
の ｢コムケ野鳥ノート｣ にはホオアカの記録が
あるが，観察対象地がヤソシ沼，コムケ湖，ポ
ンン沼，シブノツナイ湖を含む 7 区画にわたっ
ており，ホオアカがどの区画で記録されたのか
が不明で，分布作成のためのデータとして使え
なかった．第二は，ホオアカの生息数が少ない
可能性があることである．すなわち，前述の ｢
コムケ野鳥ノート｣ によると，1985 ～ 2011
年の 26 年間の観察期間中で同じホオジロ科鳥
類のホオジロでは 23 年間，アオジ Emberiza 

personata とオオジュリンでは全期間の記録が
あるが，ホオアカの記録は 8 年間である．

垂直分布ではホオアカはおもに標高 300 ｍ
以下に分布しており，標高 401 ｍ以上では観
察されなかった．これは，おもな生息環境であ
る草地や農耕地がほとんど標高 300 ｍ以下に
あるためであろう．草原性鳥類の中では，ヒバ
リ Alauda alvensis やノビタキ Saxicola stejnegeri

のように北海道の高山帯の開けた環境に生息す
る種がいるが（大館 2017，藤巻 2023，白木
ほか 2022），ホオアカでは高山帯における観
察記録は見当たらない．既存の文献には，北海
道におけるこの種の垂直分布について述べたも

のはなく，今回の報告では具体的な標高帯を明
らかにできた．

本州中央部で，ホオアカは高地，例えば標
高 610 ～ 1,370 ｍ（Austin & Kuroda 1953），
500 ～ 1,500 ｍ（清棲 1978）に生息する．し
かし，本州北部では「平地近く」( 清棲 1978），
新潟平野では低地に生息しており（渡辺・千葉 
1979），緯度が高くなるのに従って分布する標
高が低くなるといえよう．

ホ オ ア カ 以 外 に も， ゴ ジ ュ ウ カ ラ Sitta 

europaea やノビタキなどのように本州中央部で
は繁殖期に高地に生息する種（清棲 1978）が
北海道では低地に生息し，同時に本州中央部
で低地に生息するヒバリやムクドリ Spodiopsar 

cineraceu なども北海道では低地に生息する．こ
のようなことは，北海道の鳥類相の特徴の一つ
となっている．

今回の報告では，北海道における繁殖期の地
理分布についてはより詳しく示し，生息環境や
垂直分布については数量的に示すことができ
た．また，生息環境については，ホオアカと北
海道の他の草原性鳥類と比較し，この種が湖沼
周辺の自然草原や河川敷の草地のほか，農耕地
や僅かではあるが郊外の住宅地周辺の草地にも
生息し，生息環境の点でとくにオオジュリンと
の違いを明らかにした．
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Distribution of the Chestnut-eared Bunting Emberiza fucata during the breeding season
 in Hokkaido, northern Japan

Yuzo Fujimaki
Higashi 4, Kita 2-6-1, Bibai, Hokkaido, 072-0005, Japan

 
The Chestnut-eared Bunting Emberiza fucata was censused along 1,200 transects (2 km in 

length) located within 1,062 quadrats (4.5 x 5.0 km) in Hokkaido from late April to late July during 
the period 1976–2025. Additional data were obtained from spot census records and literature 
surveys to determine its distribution. The Chestnut-eared Bunting was distributed mainly in plains, 
basins, and lowlands along major rivers, and was recorded mostly at altitudes of 300 m or less. Its 
main habitats are grasslands and agricultural land.

Key words: breeding season, distribution, habitat, Hokkaido, Chestnut-eared Bunting, Emberiza 

fucata


